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E的~我カ潤に膨長住宅のデザインを取り入れた位完劫漣設されるようになってき
た。神戸市住完猟悩主D手で西神ニュータウンに建設されf::/"ンクーバ一村、シアトル
村に見られるように、主闘の住宅をそっくり輸入以設しようとする誌みも行われ九そ
こな柑防白羽姐の戸建住宅を対象として、その延面積およU洛居室の床面績を分析
し、その持徴を明られこした。
左法主闘の戸建佳fp)図面を、市販されている主悶の住諒齢4誌より倍r431戸採取し
た。それぞれの図面より延面積、リビングルーム、ダイニングフトムなどの公室の床医績
およひ代ッドノトムなど併屈の床E績を求めた。ただし、ノ〈刀トムは除L九また、
直蹟の棋院訪法の造品、により対句の住主w延直樹ま4%ほど日本の住宅より大部、値とな
るカ電層重は行わなかっ式こ。
結果およE賭察採取した.431戸の延面積の最11畑、最犬値はそれそれπ樹、綿布ぽで
あったれ外れ値を除いたところ、データ数l説l仏最犬値m7.3rri、平均値飽節rri、中央
値1位rorrt、標準偏劃2.00となった。母集団はI日紛宥すると仮定して、母平均の臓の信
頼区間を求めると1&152""172. 2lrげとなった。部年の外司君の持ち家の平均副日脚と此鍛する
と平均世話1%ほとうたきL、各居室の床直績と延面積との関係を求めたところ、公室の合
計百績と延匝績との相関断決きく、延匿績の増大に伴って公室の数カ糟える傾句にあっ
た。また主接室と延匿績の棚身障持決きく、延直績の増大に伴って主張謹の床匿樹海扶
することなどを明ら州こし九


